
　　世界史B　37 ナポレオン時代
①ナポレオン・ボナパルト(1769~1821)   

1796年 イタリア遠征。オーストリア軍と戦い、撃退。(　　　　　　　　　　)1王国(1720~)と協定。
　　　→(　　　　　　　　)2、サヴォイアを領有。
1797年　(　　　　　　　　　　)3の和約をオーストリアと結ぶ→第一回対仏大同盟瓦解
　　　　┌(　　　　　　　　　)4=首都ジェノヴァ、チザルピナ共和国=首都ミラノを承認。
　　　　└オランダ南部、ロンバルディアを仏領へ。(　　　　　　　　　)5はオーストリアへ。
      5月　(　　　　　　　　　)6❖a(1760~1797)の陰謀事件
　　❖a---仏北部の貧農の生まれ。独学で知識を吸収。土地台帳管理人職。1789年革命に参加。「土地は(　　　　　　)7

　　　　のもの」との考えで徹底した平等を追求。総裁政府を倒し1793年憲法を実現する反乱を企図したが、発覚して処
　　　　刑された。
1798年　 [　　　　　　　　]8遠征　 (ロゼッタ・ストーン発見)

　　　「(　　　　　　　　　)9の戦い」→英に対抗してナイルデルタ、スエズ占領が目的。オスマンの抵抗。
・総裁政府→イタリア・エジプト戦線のナポレオンに援助を求める。国民にも強力な指導者を望む気持ち。
②ナポレオン時代　
1799年　「第2回対仏大同盟」---イギリス、オーストリア、オスマンなどによる。
　　11月　ナポレオン、エジプトから帰国し、「(　　　　　　　　　)10霧月18日」のクーデター。
　　　　　 総裁政府を打倒し、3人の統領(執政)による「(　　　　　　　)11政府」樹立。第一統領に。
1800年　フランス銀行創設。教育制度の整備。
1801年　ローマ教皇と(       　　      　 )12=宗教協約→カトリックと和解。貴族制を復活。
1802年　イギリスと(      　　　　　     )13の和約。第２回対仏大同盟の講和。翌年破棄。
1804年　フランス民法「[　　　　　　　　]14法典」=フランス革命の成果を定着させる。(3月)

　　　・農民の土地所有を保障・法のもとの平等・信教の自由・(　　　　　)15の自由・封建遺制=　「長子相続制」な
ど廃止。「妻は夫に(　　　　　)16する義務」

　　　→ 国民投票で皇帝となる。「ナポレオン1世」→「フランス第一(　　　　　　)17」(12月)

【アメリカ大陸、西インド諸島で植民地維持政策】 

　　　カリブ海のサン・ドマング=ハイチの黒人奴隷革命(1791~)に干渉したが、敗北。
【ヨーロッパ大陸征服の試み】 =フランス革命の理念・成果を諸国に波及させる面も
1805年　 (　　　　　　　　)18の海戦でネルソン提督のイギリス=「第3回対仏大同盟」結成=に敗北。
　　　　陸上ではオーストリア軍を破り[　　　　　　　　]19占領
　　　　救援のロシア(アレクサンドル1世)・オーストリア(フランツ2世)と(　　　　　　　　　　)20の戦い
　　　　　→「三帝会戦」→勝利→「第3回対仏大同盟」瓦解
1806年7月　フランスとドイツ諸候が「(　　　　　　　)21同盟」結成→「神聖ローマ帝国」崩壊　
　　　　 　 プロイセンを中心に「第4回対仏大同盟」(イギリス、スウェーデン、ロシアなど)結成
　　　10月→イエナの戦いなどに勝利し(　　　　　　　)22入城。
　　　　  　 兄ジョセフを(       　　　　   )23王、弟ルイをオランダ王国国王とする。
　　　11月　イギリスに対抗して「(　　　　　　)24封鎖令」
1807年　プロイセン、ロシアと「(　　　　　　　　)25条約」
　　　　┌プロイセンの領土縮小と賠償金→ポーランドは(　　　　　　　　)26大公国として復活させる
　　　　└ロシアは大陸封鎖参加とイギリスへの参戦を約す　　　　⇒ナポレオンの絶頂期
1808年　(　　　　　　) 27王に兄ジョゼフを即位させる⇒ホセ1世。
　　　　　⇒スペイン全土で民衆蜂起。 画家(　　　　　　)28(1746~1828)の絵画「マドリード1808年5月3日」
1810年　妻ジョセフィーヌ(1763~1814)と離婚し、[　　　　　　　　]29皇帝の娘(マリー=ルイーズ)と結婚。
1812年「(　　　　　　)30遠征」=ロシアでは『祖国戦争』←イギリスへの封鎖からロシアが離反
　　　　　→5月9日、60万の大陸軍が出発→6月24日ロシア領に侵入

　　→9月7日 (　　　　　　　　)31の戦い→14日モスクワ市占領=町に人気なく炎上=軍と市民は撤退、食糧調達も不
　　　可→10月に雪=「冬(　　　　　　)32」=10月19日撤退開始→11月下旬5万人→28日ミンスク付近のベレジナ川を
　　　渡河→2万数千人にまで激減⇒壊滅的な敗北
1813年「第6回対仏大同盟」結成---プロイセン、イギリス、ロシア、オーストリアなど。
    　→[       　　　　        ]33の戦い=「諸国民戦争」で敗北→1814年同盟軍はパリ入城。
1814年4月2日　元老院、ナポレオンの廃位決議→(　　　　　　)34島へ。
　　→ブルボン家のルイ18世=位1814~24=(ルイ16世の弟・国外に亡命)王位に。ブルボン王朝復活
　　　 6月　(　　　　　　)35憲法発布、政治反動化、国民の不満→
1815年　ナポレオンの「[　　　　　　]36天下」
　　3月　エルバ島からフランス本土に上陸し、パリ入城→再び皇帝に。
　　6月　英、プロイセンとの(　　　　　　　　　　)37の戦いに破れセント・ヘレナ島へ。
【プロイセンの改革】
　ティルジット条約(1807)により領土・人口半減
　(　　　　　　　　)38=首相1807~8、ハルデンベルク=宰相1810~22の改革
　　┌(　　　　　　)39制廃止(1807)→地主の抵抗→保有地を地主に移譲→(　　　　　　)40制成立
　　└都市条例=市民自治、軍制=義務(　　　　　　)41制度・行政機構改革(1808)

　フィヒテ(1762~1814)の「[　　　　　　]42国民に告ぐ」(1807~8)→ドイツ人の民族意識を鼓舞

アウステルリッツの戦い

モスクワからの退却

第一統領ボナパルト(グロ) アルプス越え(ダヴィッド)

ワーテルロー敗北後ライプツィヒの決戦

・大陸　・欽定　・統領　・帝政　・将軍　・解放　・服従　・万人　・離婚　・兵役　・農奴・ゴヤ　・ロシア　
・ナポリ　・エルバ　・ライン　・ニース　・スペイン　・ベルリン　・ボロジノ　・リグリア　・バブーフ　・アミアン　
・ユンカー　・ワルシャワ　・シュタイン・ピラミッド　・コンコルダート　・ティルジット　・アウステルリッツ　
・ワーテルロー　・サルデーニャ　・ブリュメール　・ヴェネツィア　・トラファルガー　・カンポ=フォルミオ　

ゴヤ「1808年5月3日」ジョセフィーヌ

皇帝ナポレオンナポレオンの戴冠式(ダヴィッド)


